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日本バドミントン協会会長

本   田   弘 敏

秩父宮妃賜杯第 17回全日本実業団パドミントン選手権大会が新緑滴る勝山

市において開催されるに当り、全国の精鋭諸君を迎えますことは誠に欣快に

堪えません。

光`陰は矢の如く、本大会も数え17回年々技と力を競い熱戦に栄誉を担
い数多くの名選手を輩出して参り

ました。想うに感無量の極みであります。その間にありまして、我が
パドミントン界は国内の発展にとどま

らず世界への躍進を目指し、ど存知の如く女子においては世界に君臨し、又男子にお
いても宿望を果すべく

着々と、その地歩を築いているのであります。本大会も世界レ
ベルの選手諸君を迎え開催されることは、参

加選手の励みともなり益々本大会を盛り立ててくれるものと信します。

どうか精進されました技と力を充分発揮され、スポ

「

ツマンの意気をもって敢闘されんことを念願 しま

す。

終りに本大会の準備運営にあたられた地元関係各位のご努力に深く敬意と感謝を申し上げます。

あ い  さ つ

あ い  さ つ

(〔,)

日本実業団バドミントン連盟会長

米   澤 滋

第17回全日本実業団′ヾ ドミントン選手権大会が北陸において久々に開催さ

れますが当時よりは一段と規模の大きなものとなりましたことは、連盟発展

のためにこのうえない慶びと存します。

本大会も回を重ねるごとに、隆盛の一途をたどっております。選手諸君の技術
の向上もめざましく、過般

行なわれました女子世界選手権大会において優勝をとげたことは、わが国アマチ
ユア・スポ~ツ発展のため

喜びにたえません。これは実業団パドミントンが中心勢力となったものであり、本大会の水準の高
さを示す

ものだと思います。

選手諸君はいずれも職場に基盤を持ち、生活とスポーツとを両立させなから
パ ドミントンの練摩にいそし

んでおられますが、このスポーツを通して全国企業体職員相互の親睦がはかられることは大いに意義があ

り、実業団連盟の目的の一つもここにあるのであります。

日頃の実力を遺憾なく発揮され、存分に競技を行なわれますことをお祈りいたします。

おわりに、本大会開催にご協力いただきました地元ならびに関係の皆様に対し深く御礼中し上げます。
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福井県パドミントン協会会長

揚 原 新 十 郎

秩父官妃賜杯、第 17回全日本実業団バ ドミントン選手権大会が、福井目体

パドミントン競技会場地であります勝山市において、全国より90有余の精鋭

をお迎えし盛大裡に開催されますことを心からお慶び申し上げます。

今や我が国のパドミントン競技水準は、世界の トップレベルにあり、我が国選手の活躍は世界注視の的と

なっておりますことは、周知の事実であります。

事業所の栄誉と期待を背負ってlll場 されました皆様方の熱と意気が、本大会に於いて′`ドミントン競技の

真随を見せてくれるものと信して居ります。

何卒、本国より5日 間日頃練磨されました技能を充分に発揮され、栄光目ざして、健闘されますようお祈

り申上げまして、どあいさつといたします。

trL)32

あ  い  さ つ
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福井県実業団パドミントン連盟会長

島 田 博 道

第 17回全日本実業団パドミントン選手権大会が福井国体パドミントン会場

地の勝山市において全国各地より95団体700余名 :こおよぶ実業団の精鋭をお

迎えして盛大に開催されますことは地元連盟といたしまして誠に欣快 に存

し、心からご歓迎中しあげます。

本国から5日間日頃鍛えられた技量を遺憾なく発揮され、我国最高水準のプレーを展開し、ご敢闘される

ようお祈りいたします。

なお、本大会の準備その他について不行届の点も多々あることと存じますが第23回国体開催県といたしま

して誠心誠意努力いたし木大会を成功させたい所存でありますので、われわれの心情をご掛酌下さいまして

絶大なるご協力のほどをお願いいたします。

おわりに臨みまして本大会開催にあたり多大のご協力をいただきました関係各位に対し深甚なる感謝の意

を表しましてごあいさつといたします。
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大 会 を 迎 え て

知県

ェ甲

井福 事

川 平 太 夫

第 17回全日本実業団バドミントン選手権大会が本県において開催されます

ことは、この上もないよろこびであり75万県民を代表して心から歓迎申し上

げます。

第23回国民体育大会は、明年 10月 、本県において開催することになっており、県民のスポーツに対する関

心がますます高まりつ あヽりますとき、全国から多数の優秀選手をお迎えし、最高の技術と洗練されたマナ

ーに接することのできますことは、まことに意義深いものがあります。

本日ご参加の諸君は職場より選ばれた優秀な方々であり、又現在の日本パ ドミントン界の最高水準をいく

競技者でもあります。どうか日ごろ練摩された力をしゅうぶん発揮し正々堂々とその技を競うことを念願し

てやみません。

またこの大会を契機として、本県との親睦、交流を深め「福井国体」の遂行に一層のご協力を賜わります

ようお願い中し上げます。

終りに臨み選手諸君の善戦健闘を心からお祈りしてどあいさつといたします。

歓 迎 の こ と ば

勝  ll」 市 長
山   内 譲

今般秩父宮妃賜杯、労働大臣杯第 17回全日本実業団バドミントン選手権大

会を勝山市において開催されるにあたり、全国的 |こ レベルの高い選手諸氏を

歓迎申しあげる機会を得ましたことは、私はもとより勝山市民一同の喜びに

たえないところであります。

当市は自山群山を境に、石川県と接した不便な処でありますが、緑山に囲まれた清澄な大気、九頭竜の清

流など、よい自然環境にめぐまれ、健全なスポーツの場にふさわしいものと思っております。

どうか日頃練摩されました力を遺憾なく発揮され敗れても悔のない立派な成果を期待するものでありま

す。どうぞ来年の福井国体には、バ ドミントン競技を開催いたします、当市へ再度おいてくださるよう心か

らお待ち申し上げると共に選手諸氏のご健闘をお祈りし歓迎のことばといたします。
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章

勤

政

久

町

部

田

藤

宮

柳

服

池

伊

二

′ 7 ヽ
 ヽ :  ノ



総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

総   務   係

会   場   係

勝 山合 同体 育 館

勝 山中 学 体 育 館

勝 山高 校 体 育 館

式   典   係

駅 前 総 合 案 内係

接 待   係

勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 体 育 館

勝 山高 校 体 育 館

付   係

大 会 役 員

福井県実業団パドミントン連盟理事長

日本バ ドミン トン協会常務理事

日本実業団バドミントン連盟常務理事

福井県パ ドミントン協会常務理事

宇 田 敏 一  島 田 英 博 伊 藤

小 野 田 幸 夫

一　
治

修
　
健

田
　
山

吹
　
杉

次

俊章

久藤

乾

加
　
肇

透
　
美正

内
　
村

山
　
松

田
　
田

多

島智

正

忠

芳

真

田

岸

訪

井

松

山

諏

石

下

下

本

原

下

元

島

内

松

木

宮

柳

神

角

有

山

羽 生

森 下

松 山

黒 田

」ヒ  リll

島 田

斉 藤

長谷川

荒 井

衣 目

高 野

前 田

幸二郎

謙 介

聞 也

進 一

伊二郎

歌 子

幸 子

巌

英 昭

三恵子

藤 孝

恵美子

正 美

よし美

香津代

文 子

幹 夫

悦 子

新 助

積 孝

はくえ

津夜子

シゲラ

茂 男

禅 雄

長 治

憲 男

修 一

伊 藤

山 田

登

よし子

英 子

石 倉  勝  四 憲 憲 夫  田 中 一 夫

道

彦

良「

子

門   善 三

山 端 節 子

山 岸 千代子

岩 田 和 子

大 西

久 保

片 山

治 輔

玲 子

大 沢 祐 治

大 森 朱 美

奥 村 昌 子

小 林 春 枝

斉 藤 由美子   V

小 島 幸 雄  坂  秋 光

V

野

藤

中

斉 えは つ

荒 井 範 子  広 瀬 まり子  飴 本 博 子

典 子  田

よし子  玉

丸 子  上

康 一

田 恵美子

子
　
子

清

敏

中

木

揚

報

救

示   係

道   係

護   係

勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 体 育 館

勝 山高 校 体 育 館

泊   係

田

　

田

太

内

田
　
日
　
本
　
山

多

梶

寺

横

謹 三  近 藤 平 男  伊 藤 元 恵

佐 木々   馨

島 田 新 一

松 浦 俊 雄

渡   顕 吾

定 一 一　

男

義
　
憲

山

内

尾
　
竹

内
　
山

坪
　
松

雄

男

保
　
英

本
　
ロ

山

高

古 り|1 義

山 口 誠

加 藤 敏

二
　
信

治
　
彦

佐 野 瑞 円

宿

門 戸

島 田

竹 内

池 田

(81)
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競 技 委 員 長

競 技 11委 員 長

判   長

審  判  長

判   員
勝 山合 同体 育 館

第 lコ ー ト

競 技 役 員

・日本バ ドミン トン協会常務理事

日本実業国パドミントン連盟常務理事

福井県パ ドミントン協会競技委員長

日本パ ドミン トン協会常務理事

福井県パ ドミントン協会審判委員長

並 木 万 次 郎
［
―
―
―
‐

一
　

一　
巌

郎
　
一

三

清

紘
　
　
　
　
順

智

場

藤

　

　

嶋

見

相

伊

関

市

朝

審

=1

審

主任 畑   忠 雄

主任 竹 沢 清 和
多 回 清 栄  野
細 野 孝 一  山

主任 松 本 忠 之
長谷川 利 和  永
柳 町 隆 光  牧

主任 大滝   和
松 山   聴  林
楠 野 隆 盛  宮

主任 原 谷 秀 男

柳 原 時 治  本
小 寺 武 夫  藤

主任 千 葉 洋 子
森 下 清 澄  上
村 1岡 郁 子  安

主任 辻   和 成
糸 谷 重 義  松
中 村 明 郎  郡

主任 野 辺 紘 治

主任 古 り11   章
爪 生 敬 堂  西
伊 藤 典 子  木

主任 酒 井   豊
多 田 誠 治  杉
三 屋 光 栄  小

主任 桑 原 喜 昭
岡 本 政 幸  篠
木 村 美代子  北

主任 正 津 紀 正

主任 成 宮 国 男

宇 野 忠 昭  原

主任 正 津 紀 正
飯 田  保  小

(9

副:L任 大 it  和

夫

広

　

成

而

隆

幸

　

良

学

崎

口

　

田

野

樹

子

俊

豊

下

牧

木

下

巧

彦

　

義

美

威
　
　
忠

喜

早

ミチ子

敬  ′|1 村 善 正
範 夫  酒 井 千恵丸

副主任 古 り|1   章

杉 田 則 夫

藤 堂 佳 登

lt, 柳 徳 栄

小 池 清一郎  古 木 市 郎
口1 中 千恵子

舟 田 直 次

千 葉 泰 子

永

原

森

竹

己

丸

克

善

村

村

米

中

美

美

洋

成

原

羽

小

笠

昭

雄

慶

文

保

谷

久

油

夫

子弥

拓

美

英 郎  藤 田 孝 春
順 子

繁 夫
スエヲ

V

第 2コ ー ト

第 3コ ー ト

第 4コ ー ト

第 5コ ー ト

第 6コ ー ト

第 8コ ー ト

第 9コ ー ト

井

　

録

間

　

島

岡

　

井

V 勝 山 中学 体 育 館

第 7コ ー ト
村

村

　

田

川

　

田

川

山 内  昇

田 原 ふし子

彦

正

裕

博

滝 川  泉  松 村 敏 江

勝 山高 校 体 育 館

第 10コ ー ト

1111」「 平 り|: れ 尚

紀 正  岡 田 誠 治

林 長 男  小 林 美智雄  山 本 多治郎

)

第 11コ ー ト



第 :2コ ー ト

第 13コ ー ト

競  技  役  員

主任 平 井 希 尚
藤 崎 賢 英  松 田 幸 彦  伊 藤 正 純

主任 西 山 友 造
松 本 一 夫  熊 谷 隆 行  北 原 紀 文

石 原 正一郎
進

言己

行   係
勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 体 育 館

勝 山高 校 体 育 館

録   係
勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 休 育 館

主任 斉 藤
岡 田 正 子

山 自 由紀子
中 l11 やすこ

山 内 美代子

主任 伊 東
東   栄 子
石 倉 ひで子

高校生 8名

留 田 伸 一

木 下 御 門

米 村 敏 夫

トミユ

三保子

とよ子

香 代

高校生補助 員

高校生補助員

高校生補助 員

三

信

勲

皓

敏

木

本

瀬

山

石

広

夫

雄

男

文

輝

典

井
　
　
内

松

林

竹

泉

路

田

波

　

原

治

平

野

島

善

裕

柳

辻

啓

子

子

子

子

保

代

礼

美

千

法

井

下

田

内

松

堂

石

山

谷

藤

行

嶋

加

田

まさ子

恵美子

信 子
V

子

子

純

徳

村

内

松

山

子

子

潔

文

子

子

保美

祥

田

野

山

佐

浅 野 節 子

勝 山高 校 休 育 館

シ ヤ  ト ソレ 係
勝 山 合同 体 育館

勝 山 中学 体 育 館

勝 山高 校 休 育 館

線 審および点示員

勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 体 育館

勝 山高 校 体 育 館

放   送   係
勝 山合 同体 育 館

勝 山 中学 体 育館

勝 山高 校 体 育 館

一　
夫

直

進

範

敏

田
　
　
佐

和

山

岩

和

郎

子

武

哲

久

津

村

宮

正

中

二

子

照

郎

春

観
　
一

井

岡

村

酒

安

木

とし子

ますみ

高校生2名

高校生 2名

高校生 2名

井

村

浦

沖

大 会 の 注 意

1.選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者はそのむね進行係まで連絡をしてください。
2. コートおよび試合時間を変更することがありますから場内放送に注意してください。

3. 競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないでください。

4. 会場内は禁煙です。喫煙は指定の場所でしてください。

5. 貴重品はお預りいたしますが、その他の持物については各自の責任において管理して

ください。

(10)
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式   次   第

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1用 式 通 告

選 手 入 場

|サ |」 会 宣 言……・……大会委員長
「 4′]が 代」斉唱

優 ||′夕杯 返 還

1川 会のあいさつ…………大 会 会 長

11         舌辛

歓 迎 の ことば……………勝 II]|1丁 長

選 手 11 誓
競 技 上 の注 意……………審 半」 長

「若 い 力」斉 ||」

表     彰
1川 式 通 告

選 手 退 場

EB * fi (6E248) 閉  会  式  (6月 28日 )

1選 手 幣 列

21川 式 通 告

3成 績 発 表

4 表      「彰

5 1川会のあいさつ……………大 会 会 長

6 歓送 の ことば …̈………勝 山 市 長

7 1場 会 til 言…………大会委員長

8 'チ
ー 手 う」 場

91場 式 通 告

諸 会 議 会 場「l程 表

名  月 11 時 間 場 所 |1会 議 名

′、〓総松 泉 閣

競  技  日 程

場   所

松 泉 閣

1回戦～ 2回戦

4回戦～決勝

2回戦～決勝

1回戦～準 決々勝

1回戦～準決勝

月

'1事
会 6.23

監督代表者会議 6. 23

13ヽ 15

15～ 16.30

V

第 1日 目 (6月 24日 )

8.30～

9.30～ 19.30

第 2日 目 (6月 25日 )

8.30～ 18.30

第 3日 日 (6月 26日 )

8.30～ 18.30

第 4田 1(6月 2711)

8.30ヽ 18.30開 会
DT
MT

式

1～ 3回戦

l回戦

MS

MD

LD

30S

40SD■

MT

4回戦～決勝

1回成～準決勝

1)T    . = | |

lヽD       _

::D. ‐ I)

lヽS. ‐■S. _S

I′ D  . |  | |‐

第 5日 目 (6月 28日 )

8.30～ 15.30 40 S   i人 1`

30S  '4`:千 人1夕ヽ決1′′

MS、 LS 2回 戦～決勝
開 会 式

(12)
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試 合 時 間 表
ヽ
―
ノ

ー
■

′

ヽ は決勝および 3位決定戦

種 1期
1  
会場

,rl rr $r,"

日

＋
小

第  1  会  場
(勝山合同体育館)

第  3 会  場
(勝山高校体育館)

場

館育

会

体学

２

中山

第

勝

1231456178‐ 9

MT
6

MT
12

MT
7

MT
13

MT
18

MT
28

MT
31

MT
34

MT
50

MT
59

LT
16

10

LT
1

LT
3

LT
7

LT
2

LT
4

LT
8

MT
41

LT
12

LT
19

MT
15

LT
5

LT
9

MT
42

11   12   13

。2n MT MT°・°・     1      2

ィ,ぅ。 MT MT
II″°  9   10
1,。n MT MT
I°・°°    4    20

1.り∩ MT MT
I・Ⅲ°°   25    26

170∩  MT MT
I I・ °°   36    44
。 .ハ  MT MT
(¨ °υ
   D''    53

,.^ハ  MT lM T
l ・Uυ    60    61

,。 っ∩ MT lヽT
'°
・°°   64    65

66i「T再¬

MT MT
8      3
MT MT
14   17
MT MT
24    30
MT
39

MT
48
MT
57
LT
14

LT
24

MT
49

MT
58

LT
15

MD‐ MD
4_|_15_
MDIMD
9 1_30_
MDIMD
13    33
MD MD
27    14
MD lM D
28    43
MD  MD
39    42
30D 40D
1   1
混 合 30D
2      2

混下
~「

50D~
11   1   5

30D ~30D
8      9

MD LD
61     2
LDILD
12 1 13
30D130D
13     14

LD LD
23    30
MSIMS
5  1   1

MS~1豆丁
12

MS
15

30S
9

LD
26

40S
3

30S
15

43

MS
47
30S
17

LD
27

40S
6

40S
4

MT
32

MT
33

MT
40

MT
19

MT
29

MT
16

LT
6

日

目

MT
22
MT
37

MT
46
MT
55
MT
63

LT
22
LT
25

MT
23

MT
1  38
1MT
47

LT
10

MT
43

MT
35

MT
51

MT
56

LT
13

LT
23

LT
ll

LT
18

LTLT
17

MD
17

MD
32

MD
35
MD
37

MD
51

MD
53

401)
3

301)
10

301)
7

人

戦 1目

10.30

11.00

::.30

12.00

MD
16

MD
31

MD
34
MD
36

MD
50
MD
52

40D
2

30D
3

30D
6

30D

LD
3

LD
14

30D
15

LD
31

MS
2

MS
44

MS
48

30S
18

LD
28

40S
7

40S
5

LD
38
LT,
36

30S
27

8.30 ','
MD
5

MD
10

MD
18

MD
6

MD
23
MD
40

MD
46

混 合
3

40D
4

混 合
9

LD
6

混合

13.30

日   14.00

14.30

15.00

16.30

17.30

18.00

9.001

15.30

16.00

17

30S
18

30S

LT
26

LT
27
LT
28

8

MD
12

MD lM D
19    20
MDlMD
21 1 22
MDIMD
24    25
MD lM D
41    44
MDIMD
47  1  48

混 合 1混 合
4  1   6

40D.混 合
5      5

混 rヽ  MD

MD
26

MD
45

MD
49

ガ■r,
7

,12さ

8

MD
59

29

MD
38

混 合
1

混合
10

301)
4
MD

57

LD
8

混 r,
15

LD
17

MS
4

MS
6

30S
3

30S
6

LD
9

12

LD
7

混合

60
LD
ll

Ｄ
　
　
Ｄ

Ｍ
３

Ｍ

ＭＤ
２
一ＭＤ
７
．ＭＤ
＝

″
　

一　

″
　

一　

″
　

．　

″

9.30

10.00

D

12.30

13.00

Ｓ

Ｏ
30S
4

LD

LD
10

`11/ヽ16

LD
24

301)
16

1ヽ(S

9

MS
13

30S
7

LD
19

40S
I

30D
12

LD
22

30D
17

MS
ll

MS
14

30S
8

LD
20

40S
2

LD
4

LD
15

LD
18

MS
3

MS
45

IヽS
50

30S
19

LD
29

4C S

8

30S
16

LD
39
LD
37

40S
ll

DL
1

30D
18
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第  1  会  場
(勝山合同体育館)

'一
|

1310

会場

8 95 6 7 11 12

第 2会 場
(勝山中学体育館)

第  3 会  場
(勝山高校体育館)
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男 子 団 体 組 合 せ 表
．

一

1 トヨタ自動車工業開

2大 津 市 役 所(B)

3 東 北 パ ル プ秋 田

4三 菱 電 機 伊 丹

5‐ 日立製作所水戸工場

6沖 電 気 工 業 鯖

7 =菱電機長崎製作所

8高 松 市 役 所

、
敦
_賀
市 役 所

10日 研 化 学 佛

|1富 士 製 鉄 釜 石

!2 丸善石油下津製油所

13豊 田 工 機 綺

14 三菱重工横浜造船所

15 高 1岡  11' 役 所

16三 井造船上野(A'

17北 辰電 機 製 作 所

18 +条 製紙1瀾伏木工場

19松 下 電 子 工 業関

20福  井  銀  行

21 石川島播磨童工業閉

ぅ。 陸上自衛隊44   
仙台駐屯部隊

23横 浜 市 役 所

24住 友 化 学 菊 本

25日 田 市 役 所

26 三菱重工長崎造船所

2東 海 製
｀
鉄

28不   二   越
。n 三菱電機‖た°     群馬製作所
30 三菱重工京都製作所

。1 日本電気硝子隣°1    
滋賀高月工場

32 三 井 造 船 腕

33札 幌鉄 道 管 理 局

(愛 知)

(滋 賀)

(秋 田)

(兵 庫)

(茨 城)

(東 京)

(長 崎)

(香 川)

(福 井)

(埼 玉)

(岩 手)

(和歌山)

(愛 知)

(神奈川)

(富 山)

(岡 山)

(東 京)

(富 山)

(大 阪)

(福 井)

(東 京)

(宮 城)

(神奈川)

(愛 媛)

(大 分)

(長 崎)

(愛 知)

(富 山)

(群 馬)

(京 都)

(滋 賀)

(千 葉)

(北海道)

電  大  阪 (大 阪)34

本  石  油 (神奈川)35

立造船因島工場 (広 島)36

_    4

1

5

9

121

13

20
日

2

36

|

401

6

7

58

52

4.1

45

23

121

|ス ^ 東 亜燃 料 工 業鞠 (和歌山)39

1_'― ― 名 古 屋 市 役 所 (愛 知)40

― 東 京 三 洋 電 機 鞠 (群 馬)37

河崎ラケットエ業例 (東 京)38

6   -

37-

7

8

__ 住友 化学 新居 浜 (愛 媛)41

24

甲 府 市 役 所 (山 梨)42▼
ヨネヤマ ラケット (東 京)43

日立製作所茂原工場 (千  ́葉)44
46

53

10  -|

391

1 11 -

|^.――」上陸電力鞠福井支暉
菫 Y―

神 戸 製 鋼 尼 崎

|.′
―― 倉 庫 精 練 辣
1型I― 電 電 札 幌.

「
― サ ン ケ ン 電 機

|,7

=・  岡 山 市 役 所

,―一 日 本 鋼 管 .開

1笙
|― 日立造船囲大阪地区・

― ― 福 井 市 役 所
.,9‐′
一 大 津 市 役 所(A)

(福 井)菊

(兵 庫)46

(石 りll)47

(北海道)48

(埼 玉)49

(岡 山)"

(神奈川)51

(大 阪)シ

(福 井)53

(滋 賀)“

京)

川)

媛)

阪)

知 )

都 )

55

56

57

田

59

60

勝

⊥

47

48

141~

41

15-

16

42-

17   -

55

49

130

31

32

34

3

135

東 京 都 庁 (東

小松製作所腑   ′=粟津工場
‐`

丸善石油松山製油所 (愛

ヽ 際 電 電(本
豊d自動織機製作所 (愛

島 津 製 作 所 (京

主 ツ葉電気製作所

棒  製  作  所

大 日 日本 電 線 鶴

三井造船玉野(B)

電 電 東 京

ヽゝ

61

|

__ヽ

|ヽ n
lυ
 υ
,――― 山 陽 パ ル プ岩 国 (山 口)61
υυ
  日立製作所戸塚工場 (神奈川)62

9

三決

66

18

43

19
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(新
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潟)64
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ガチョウのシャ トルコックは良心である。

最高の材料を使って最高の技

術者が生産管理した、サンパ

タのシャトルコックは一点一

点それはまるで美術品のよう

に吟味し製作されております。

バ ドミントン用具の専門メーカー
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女 子 団 体 組 合 せ 表

1 高 松 琴 平 電 鉄 腕 (香 川)

3 三菱重工横浜造船所 (神奈川)

4 日本曹達二本木工場 (新 潟)

6 本州製紙{撼富士工場 (静 岡)

7大 丸 東 京 店 (東 京)

8三 菱 電 機 伊 丹 (兵 庫)

9 敬愛高校職員チーム (秋 田)

10三 菱 重 工 京 都 (京 都)

11 日 産 自 動 車 明 (神奈川)

12 日立製作所茂原工場 (千 葉)

13東 洋 ‖ 達 (山 口)

14 トヨタ自動車工業鵬 (愛 知)

21

22

23

24

17

18

19

東 ナ|: レ ー ス 冊 (埼 玉)15

日立製作所戸塚工場 (神奈川)16

豊 田 自 動 織 機 (愛 知)17

百 十 四 銀 行 (香 川)18

石川島播磨重工業鶴 (東 京)19

電 電 大 阪 (大 阪)2(

本コロンピアい   (神奈川)21
川崎工場

0

1 7

9

―
― 日

2

5丸 紅 飯 田 (大 阪)――――」

V

決
勝

|

26

28

三決

27

― 名 古 屋 鉄 道 関 (愛 知)22

10

一 日 本  石  油 (神奈川)23

11

三菱電機長崎製作所 (長 崎)24

松 下 電 子 工 業開 (大 阪)25

三ッ葉電気製作所閑 (群 馬)26

日 本 レ ー ス (京 都)27

´
ヽ

16

(18)

20

12

電  電  1〔  京 (lt 京)28

51~

6

15-
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一般男子 (単 )組合せ表  〈その 1)

1 板垣

2 り|´岡

3 1日中

4榎

5 水原

6 高木

7 及川

8 水谷

9 梶谷

10 万代

|1 熊地

12 小山

13 磯山

14 前田

15 星野

16 宮原

17 今井

18 盛野

19 佐伯

20 牛島

21 古高

22  東

23 中山

24 三木

25石持

26 日中

27 大竹

28 早川

29塚口

30 小島

(甲 府 市 役 所)

(電 電 大 阪)

(不  二  越)

(京 都 機 械)

(富 士製鉄釜石)

(豊 田 自動融機)

(福 井 銀 行)

(三 井 造 船)

(東」ヒパルプ秋田)

(神 奈 川 県 庁)

(東京三洋電機)

(三 菱長崎造船)

(電 電 東 京)

(日 田 市 役 所)

(サ ンケ ン電気)

日野 秦三

松浪 新治

豚座 一利

吉田  実

舟山 一敏

小坂 信雄

新津  勝

伊村  隆

森谷喜久男

比田 庄衛

伊藤 善夫

西原 四郎

38 ▼

39

40

41

42

43

44

45

46.

47

“
49   _

善憲

美樹

登

高嗣

昌雄

金次

好

峰夫

将人

芳郎

春悦

包博

文孝

国臣

昭

秀之

清兼

`||

(ト ヨタ自動車)一―¬ 高野五十美 (電 電 大 阪)31

165_門間 昇一 (ト ヨタ自動車)32
1・
‐
―藤井 靖雄 (国 際 電 電)33

___中村 徳光 (電 電 札 幌)34

「

~10-周
東 和之 (館 山 労 基 局)35

r ji! ,iD 57- --

1

′

0

2‐

5

3

5

6

93

~ 66
8

_増 井 孝夫 (三菱化成四日市)36
~l′
|~:一
船山 誠義 (横 浜 市 役 所)37

105 107

4.

59

18

67

-- 19

―120

68

-24 
浅野 佳夫 (三 ツ葉電機)50

―― 多賛 靖之 (ト ヨタ自動車)51

(電 電 東 京)

(日 立造船大阪)

(大 日日本電線)

(富 士製鉄釜石)

(日  研  化 学)

(十 条製紙 伏木)

(甲 府 市 役 所)

(名     鉄)

(電 電 東 京)

(教 賀 市 役 所)

(札     鉄)

(大 津 市 役 所)

(三 菱電機長崎)56

(東北パルプ秋田)57

(日 田 市 役 所)“

(三 菱重工京都)59

71

60

61

91

―
121

8 22

69

23
博之 (高 岡 市 役 所)_

友正 (丸 善 石 油)―一二
|

秀雄 (ト ヨタ自動車)_.
l AI _

郁夫 (三 菱電機伊丹)_三二'_

別  (倉 庫 精 練)_ |

広明 (北 辰 電 気)一
‐
―■

喬 (電 電 大 阪)_

亘一 (仙 台 自 衛 隊)」・
63

昭夫 (札     鉄)__
.、 |

節夫 (神 戸製綱尼崎)―:」

博 (日 立製作所水戸)__
11-

賢治 (三 菱 樹 脂)三二6`|
一平(ヨ ネヤマラケット)一――」

91

70

1

―
吉田 邦男 (日  立 戸 塚)52

-25
-―― 山本 敏彦 (福 井 市 役 所)53

26
木谷 正美 (電 電 大 阪)54

菅野 正勝 (日立製作所水戸)55

― l11市
-27
- 1左藤

― 田中
28

72~~ 福井

散造

照彦

大也

達雄

三決

119

(20 )

96

堺  栄― (河 崎 ラケ ット)60

1061-   =司 108

92_

` ヽ   ′ヽ
｀ノヘ



一般男子(単 )組合せ表 (その2)

61 岡崎 恵三 (甲 府 市 役 所)一

62 釜屋 明和 (大 津 市 役 所)_′ JI~■

63大田 盛秋 (三 井造船千葉)三二

64 橋本  修 (電 電 大 阪)__   | |
っnl       l
Jυ l~~¬     |

65山口征一郎 (三 菱長崎造船)-741-|
66 福田喜代志 (日 立製作所水戸)_.|

67小林 一宏 (ト ヨタ 自動車)==|

68三上  勇 (河 崎 ラケット)_

69 中村 邦宏 (大 日日本電線)―三」_|

70 高木 敏明 (福 井 銀 行)_ |

71鈴木 勝之 (三 菱 横 浜)二笙

鉄)_
_  34-―

中力1 安正

中日 吉昭

大石 興徳

関村 順治

上野 輝治

菅村 好基

遠藤 啓治

牟礼  顕

伊藤 一人

竹端 捷次

小林  悟

福田 耕三

千葉 和義

小川 賢三

田上 十六

川上 洋一

古橋 政紀

佐藤 忠男

平野 勝也

横倉 良樹

藤架 邦彦

白井規久夫

阪井 範行

工藤 鶴雄

大滝  和

藤井 英雄

白林 弘司

片上 逸志

河添 忠夫

安沢 武司

(電 電 大 阪)9i

(倉 庫 精 練)92

(札     鉄)93

(高 岡 市 役 所)94

(三 井 造 船)95

(石 川 島 幡 磨)96

(日 本 鋼 管)97

(琴 平 電 鉄)98

(ト ヨタ自動車)99

(国 際 電 電)100

(三菱化成四日市):0:

(横 浜 市 役 所)102

(富 士製鉄釜石)103

(日 立 造 船)104

(電 電 東 京)105

(不  二  越)106

(仙 台 自 衛 隊)107

(日 研 化 学)1“

(三 菱長 崎造船)109

(電 電 東 京)‖ 0

(三 菱電機伊丹)|‖

(海上自衛隊舞鶴)112

(福 井 市 役 所)l13

(電 電 大 阪)‖ 4

(福 井 ビニール)|:5

(岡 山 市 役 所)116

(東 京三洋電機)|17

(住 友化学菊本)|:8

(宇 部 窒 素)‖ 9

(ト ヨタ 自動車)1加

81

11

43

44

52

1101

1 1~
|  |~182

45

1∠
|~~1錢 υ

83

47

102

48

84

49

r―
150

85

72福島

73 小野

74幸野

75鈴木

智徳 (札

82 原田  正 (三 菱 樹 脂)

83 本橋 平八 (電 電 東 京)

76 長谷川敏彦 (ト ヨタ 自動車)___,
つく|

77 荻原  仁 (IF府 市 役 所)―=■

78友金 利― (神 戸製鋼尼崎)一
37

79 春武 俊一 (日 田 市 役 所)一

80 品川 勝男 (電 電 大 阪)_
38

81 小林 克史 (沖  電  気)一

玲穂 (日 研 化 学)一二
76_

邦昭 (丸 善石油松山)_
21(―

幸春 (電 電 東 京)二笙

78

51

110

103

104

6

3 53

―
154

87

斜 中村  無 東北パルプ秋田)_
401-|

85 寺崎 由雄 (致 賀 市 役 所)一
"nl

86武田 正雄 (豊 田 自動織機)一 i l

87岡本 文夫 (日 立造船大阪)二■
1

88 渋井  明 (札     鉄)一
メつ

89 新庄 に  (日 立 造 船)―

0

55

決 llト

12090 秋山 真男(ヨ ネヤマラケット)
80

(21)

.56

00
00

/―/



般 男 子 (複 )

遠藤・岡崎 (甲 府 市 役 所)一

1

高野・中川 (電 電 大 阪)36

阪井・山本 (福 井 市 役 所)37

西原・田中 (大 津 市 役 所)38

川名・石崎 (日 本加工製紙)39

・福田 (横 浜 市 役 所)“
・多賀 (ト ヨタ 自動車)41
・上原 (北 辰 電 機)42
・太田 (東 京三洋電機)43
・関村 (高 岡 市 役 所)44
・藤井 (岡 山 市 役 所)45

・舟山 (日  研 イヒ 学)46

・古川 (豊 回 工 機)47

・中村 (大 日 本 電 機)48
・村田 (石 川 島 幡 磨)49
・大石 (札     鉄)50
・桑野 (日 田 市 役 所)5;

・小島(ヨ ネヤマラケット)52

長谷川・安沢 (ト ヨタ自動車)

石持・古橋 (仙 台 自 衛 隊)

熊地・鶴巻 (東北パルプ秋田)

岡戸・賀戸 (日 立造船大阪)

小泉・友金 (神 戸製鋼尼崎)

佐伯・小森 (豊 [Ц 工 機)

中村・森田 (電 電 札 幌)

堺 ・三■ (河 崎 ラケ ット)

鈴木・森谷 (電 電 東 京)

山口・西本 (三 菱造船長崎)

武 |」・小山 (豊口 自動織機)

吉田・霧生 (日  立 戸 塚)

6
村上 ″|ヽ川

早川・福″1

西川・深井

江原・ 栄

松浪・出原

牛島・伊藤

増田 ″」ヽ林

比田・寺崎

伊藤・福島

榎 ・工藤

藤岡・高橋

桜井・三国

佐藤・井上

立花・古高

戸沢・大西

8

39

`)

10

10

11

12

41

13

14

4

25

126

27

28

29

30

31

32

(日 立造船広島)

(日 立製作所水戸)

(豊 田 自動織機)

(三 菱電機長崎)

(日 立造船大阪)

(ト ヨタ自動車)

(三菱化成四日市)

(敦 賀 市 役 所)

(札     鉄)

(電 電 大 阪)

(豊 田 正 機)

(東 芝 中 研)

(日 研 化 学)

(三 菱電機伊丹)

(三 菱重工京都)

3

54

55

57

58

59

6()

61

47

8

49

5〔 )

船山

小林

味蓼

土田

盛野

小松

小野

官川

豚座

平塚

田中

田中

秋山

62 64

1券

|

66 67

69

63

33

65 3.4

_ヽ′

12

13

14

15

16

17 田上・ 京 )

宮ヽ・板垣 (ト ヨタ自動車)

19 新津・回中 (甲 府 市 役 所)

20 佐藤・釜屋 (大 ,1市 役 所)

21 細野・岡部 (北 辰 電 機)

22竹端・藤井 (国 際 電 電)

23及川・本多 (富 士製鉄釜石)

24 徳保・菅村 (石 川 島 播 磨)

・椎原 (三 ツ 葉 電

26 川上・永原 越 )

2

53

54  
～

55

56

57

"
59

60

61

62

63

64

42

15

5 1

2

27 本橋 。日野 (電 電 東 京)一―
,

101

28 清水・佐野 (大 日日本電線)_二ど

29 井伊・清水 (豊口 自動織機)―  .~|

30 梶谷・高木 (福 ナト 銀 行)_1`|

135

|―  今井・薄回 (サ ンケン電機)65
1-136_三木・橋本 (電 電 大 阪)66
53 1「 矢野・須山 (住友化学新居浜)67

1~ 131Y― ′iJ添・石川1(宇 部 窒 素)68
-  山本・中山 (北 辰 電 機)69

31 遠藤・石川

32 品川・木谷

33 二浦・大田

34 中国 。東

35 春武・官原

(日 本 鋼 管)

(電 電 大 阪)

(三 井 造 船)

(倉 庫 精 練)

(日 田 市 役 所)

20

.15

3   ‐

21

三決

|

68

( 22 )

56
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一 般 女 子 (単 )組 合 せ 表

1 横井 文子

2 竹内 好野

8 武久喜美子

4 渡辺 節子

5 大塚 弘子

6 島  宏子

7 吉田 啓子

8 宮竹久恵子

9 高橋美智子

10 渡辺 幸子

ll 永井かおり

12 新保 ハル

13 土井 治子

14 内口 孝子

15 宮島由里子

16 福田由美子

17 松本 光子

18 上野 明美

19 鎌田恵美子

20 遠山 洋子

21 細′11 奏子

2 天日かはる

23 佐藤 恵子

Z岩 田 京子

25 日下 悦子

26 丹羽さよ子

27 山下三枝子

“

 倉田芙美代

29 波井美津子

30中川三枝子

(琴 平 電 鉄)

(大 津 市 役 所)

(日 立 戸 塚)

(石 川 島 橋 磨)

(ト ヨタ 自動車)

(三 菱電機伊丹)

(大 丸 東 京)

(電 電 大 阪)

(日 研 化 学)

(名 古 屋 鉄 道)

14

1

15

16

,

17

佐々木フミ (東 邦 レ ー ス)

Jυ  lL木みとり (百 十 四 銀 行)

=一 石尾 幸子 (日 産 自 動 車)

|=―
―
鈴木 柳子 (電 電 東 京)

|=:一
中沢 礼子 (日 曹 二 本 木)

“41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

田

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

▼

V

メ
　
こ

4

47

66

54

56

34

62-

|=―

=―
深沢むつ子 (ト ヨタ 自動車)

|__L――小沢 英子 (石 川 島 播 磨)

lυ

。

「
T―
~鎌
田 光子 (敬 愛 職 員)

生―――宮武 範子 (琴 平 電 鉄)

有木 トミ子

口中美恵子

浜田 晴美

山際トモ子

渡辺百合子

(電 電 東 京)

(三 菱電機長崎)

(丸 紅 飯 田)

(名 古 屋 鉄 道)

(琴 平 電 鉄)

(三 菱 京 都)一

(日 曹二本木)可

(日 本コロンピヤ)―

(三 菱電機長崎)=

9

(電 電 東 京)二 '

67

35

191~

―
1571_10武

田 初代 (ト ヨタ自動車)

ヒ
13ケ

~片
桐 澄枝 (三 菱電機伊丹)

― 杉田 良子 (日本コロンピヤ)
~児
玉キヨウ子 (東 邦 レース )

3111村
田 明美 (三 菱電機長崎

:
-58

-139

68

._140

~59 .「
~~lZ

-41

1-42
-60

43

31 長谷川慧子 (福 井 県 庁)一
=¬

32前野 さえ (ト ヨタ自動車)一ニロ
521_

33 小川1 智子 (大 丸 東 京)一Tコ  | |
34 金子 美代 (日 曹 二 本 木)―二」  |
∞ 岡部フサ子 (電 電 東 京) 2]

36 秩父 礼子 (敬 愛 職 員)_三二

37小野 順子 (三 菱 横 浜)"

38山回 路子 (十 条製紙伏木)■
91

~伊
藤シゲ子 (大 丸 東 京)
―堀川えい子 (電 電 大 阪)

吉田 則子 (石 川 島 播 磨)

品川 洋子 (日 曹 二 本 木)

松尾 志津 (三 菱 京 都)

村田 泰子 (札     蜆ゆ

田口美代子 (名 古 屋 鉄 道)

北条寿美子 (百 十 四 銀 行)

尾熊ミツ子 (日 研 化 学)

叶内瑠美子 (電 電 東 京)

太口 節子 (ト ヨタ 自動車)

加賀谷ユミ子 (敬 愛 職 員)

小守 伝恵 (三 菱電機伊丹)

和田 '享子 (日 本コロンピヤ)

安村 弘子 (電 電 大 阪)

野口 初校 (三 ツ 葉 電 機)

吉田サト子 (大 丸 東 京)

伊藤 栄子 (東 洋 曹 達)

山本 直江 (琴 平 電 鉄)

36
(札     鉄)

(三 ッ 葉 電 機)

(ト ヨタ 自動車)

(敬 愛 職 員)

(大 丸 東 京)

(琴 平 電 鉄)

(三 ッ 葉 電 機)

(サ ンケ ン電気)

(三 菱電機伊丹)

(電 電 東 京)

(名 古 屋 鉄 道)

(三 菱 京 都)

(石 川 島 播 磨)

(百 十 四 銀 行)

(東 邦 レ ー ス)

20

49

4

21

つつ

D

23

2 1

6

25

75

64

711」 L173

_144

三決
61
113

7`
`U

(24)

39 才脇 妙子 (丸 紅 飯 田)

69

45

,

65-

511~

|

531_



一 般 女 子 (複 )組 合 せ 表

1 佐々木・児玉 (東 邦 レース)

2 武田・浅日 (豊 日自動織機)

3 波多野・細矢 (横 浜市役所)

4 小沢・倉田 (石 ′|1島 播 磨)

5 小林・和田 (日本コロンピヤ)

6 長谷り|卜 小沢 (福 井 県 庁)

7 北条・綾井 (百 十 四 銀 行)

8 原 ・工藤 (河 崎 ラケ ット)

40

33

9 安村・横田 (電 電 大 D ―

10 松本・野口 (三 ツ 葉 電1機 )

11 武田・大塚 (ト ヨタ 自動車)

3

19

44
12有木・日下 (電 電 東 京)一

13岩 田・小守 (三 菱電機伊丹)―
4

14 和口・上野(京 )(ト ヨタ自動車)一

20

34

横井・渡辺 (琴 平 電 鉄)24

村田・宮島 (三 菱電機長崎)25

吉田・栗原 (大 丸 東 京)26

高橋・尾熊 (日 研 化 学)27

前野・深沢 (ト ヨタ自動車)28

島 ・片桐 (三 菱電機伊丹)29

杉田・内田 (日本コロンピヤ)30

村田・福田 (札     鉄)31

鈴木・土井 (電 電 東 京)32

福本・山本 (百 ―十四 銀 行)33

吉田・渡辺 (石 ′|1島 播 磨)34

山際・渡辺 (名 古 屋 鉄 道)35

叶内・岡部 (電 電 東 京)36

竹内・古家 (大 津 市 役 所)37

石毛・前川 (日 産 自 動 車)38

中川・籠野 (東 邦 レ ー ス)39

宮竹・堀川 (電 電 大 阪)40

上野(明 )・ 太田(ト ヨタ自動車)41

加賀谷・秩父 (敬 愛 職 員)42

二木・磯村 (豊 田 自動機機)43

小川・吉日 (大 丸 東 京)44

小野・ 森 (三 菱 横 浜)45

中沢・金子 (日 曹 二 本 木)46

永井・松尾 (三 菱 京 都)47

16 -24
‐  |

― 18

17

1

2

3

・ 11

42

43

36

38

9

V

7

25

26

10

11

27

28

12

13

29

30

14

15

31

1

決

勝

15 佐藤・森力1(サ ンケン電気) 一
5-

16 新保・品川 (日 曹二 本 木)-21

17 浜田・才脇 (丸 紅 飯 田)

18 遠山 。伊藤 (大 丸 東 京)

19 1■下・大八木 (三 菱 京 都)

2o 鎌口・鎌田 (敬 愛 職 員)

21 丹羽・北瀬 (名 古 屋 鉄 道)

22 吉日・飯田 (東 芝 中 研)

22
|

3

6

三決

46

23 山本・細川 (琴 平 電 鉄)

23

( 25 )

39



オ
宇宙時代 の

A

X
ラケット

ついに誕生〃
紫

インターナショナル

|ケ !80円

o1>4l--firJ, P RHH-ci
から一般のスポーッ店で
は販売致 しません。

ロケットと同材質の金属で出来た

フレームは、貴方のプレーをより

スピーディに します。

憮
0最高のパ ランスです。
0も のすごく軽いラケ ットです。(110g～ 120g)
0-本 で半永久的に使 えます。
0軽 く、空気抵抗が少ない為
試合が長 くなっても疲れません。

・カアルトンスチールラケット
スリーボィント セプン 8,∞o円
スリーボィント ナイン 6,∞ o円
フオーボイント ワ ン 5,000円
フオーボイント スリー 4,"0円

"・

5い 合わせ、カ タロ グ請求 は ド記宛ハ ガキで どうぞ
PA T 195747 233892 プラスチ ′クンヤ トル コ ック
PAT.R ノ` ニーロープ 総発売元
PAT.P.ヵ アル トンスチールラケ ッ ト

日童 カアル トレ株 式会社
本社大
(5,,鳥5奔場餞をヵ月,2TEL(ら υ 0241～ 8

東京店 東京 都 台東 区台東 3-2-2TEL (● 鯰)1 6 2 6トレーニング用 トビナワ パニーロープ
ー流選手必携の品   400円 より

ARLTON
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混
′ゝ

1 小宮・上野(明 )(ト ヨタ自動車) 田上 。叶内 (電 電 東 京)11

5-

6

7

10

2 石井・橋本 (三 ツ 葉 電1機 )

131- -15

伊藤・福田 (札 鉄)12

多賀 、上野(京 )(ト ヨタ自動車)13

大野・山口 (十 条製紙伏木)14

3

3 北出・和国 (ト ヨタ 自動車)

4 今井・佐藤 (サ ンケ ン電機)

5 星野・日下 (電 電 東 京)

6 鈴木・有木 (電 電 東 京)

7 小林・深沢 (ト ヨタ自動車)

決

勝

17 18

安沢・武田 (ト コタ自動車)15

長谷川・大塚 (ト コタ自動車)16

太田・木村 (東京三洋電機)17

牟礼・官武 (琴 平 電 鉄)18

牛島・前野 (ト ヨタ 自動車)19

板垣・太田 (ト ヨタ 自動車)20

…ヽ
/

20

一 111

8 福島・村田 (札 1`1 -16
|

21
-4

三決
9 西原・竹内 (大 711,役 所)

10 伊村・山際 (名 古 屋 鉄 道)

8 12

19

( 27 )

9



30才 男 子 (単 )

1 遠藤 啓治

2成 興―■寿夫

3 上村 浩二

4 植田 耕司

5 松浪鋭四郎

6 藤口  昇

7 千葉 正寿

8 原  明弘

9 福井 正康

10 溝淵 宏二

|1 時岡 俊幸

12内藤  昭

13 大黒 利明

14 尾崎 帷信

15 面川  富

16 青山 繁樹

17 大道 秀夫

18 三苫 孝一

(日 本 鋼 管)

(名 古屋市役所)

(舞 鶴 病 院)

(北 辰 電 機)

(国 際 電 電)

(大 日日本電線)

(仙 台 自 衛 隊)

(小 松 製 作 所)

(河 崎 ラケ ット)

(国 際 電 電)

(舞 鶴 病 院)

(日 研 化 学)

(大 日日本電線)

(三 菱電機神戸)

(三 ツ 葉 電 機)

(札     鉄)

(日 立 造 船)

(住友化学新居浜)

D

l

7 15

14

16

19

武村 俊平

勇力1 隼人

井川 誠一

吉田  昇

河崎 一幸

加藤 久次

小村 忠信

竹内  進

浜中  誠

多賀 純一

森脇 籍夫

福井 久男

山田 達也

森田 俊明

富山 武司

測上 英紀

齊藤健太郎

堺  三徳

(国 際 電 電)

(′]ヽ 松 製 作 所)

(札     鉄)

(大 日日本電線)

(河 崎 ラケ ット)

(福 井 県 庁)

(三 菱電機神戸)

(舞 鶴 病 院)

(丸 善 石 油)

(ト ヨタ 自動車)

(国 際 電 気)

(住友化学新居浜)

(大 日日本電線)

(舞 鶴 病 院)

(サ ンケ ン電機)

(北九州市役所)

(中 日 東 京)

(十 条製紙伏木)

19

20     ■

21

22

23

24

25

26

27

28 v

29     ′
●

30

31

32

33

34

35

36

3

29_ 21
-υ l

8

()

22

23

33 34

決
勝

‐
　

３６

10

17

――-18

30--  32
11

二決 28
4

_    20

35

30才 男 子 (複 )
V

堺 ・釣谷 (十 条 製紙伏木)一
―

岡本・神子戸 (岡 山市役所)- 1 41

森田・上枝 (舞 鶴 病 院)―」

尾崎・小林 (三 菱電機神戸)  ¬

青山・井川 (札     鉄)一 |

吉田・山田(大 日日本電線兵庫)一 |

諾江・滝山 (諸 江 製 作 所)― ―
-1

12 - 14

―― ―武村・松浪 (国 際 電 電)10

8 1-‐ 大道・上田 (日 立造船広島)|'

=一 成田・皆川 (名 古屋市役所):2

- ―― 木村・喜多(大日日本電線和歌山)13
n
ソ____測 上・三沢 (北 九 州市役所)14

-一― 朝見・竹内 (北 電 福 井)15

12-― 大黒・藤田(大 日日本観 兵庫)16

決

16

三決

18

‘
，

3
8 原 ・勇川 (小 松 製 作 所)― ―-1

9 遠藤・佐治 (日 本 鋼 管)―
―

|

115  1-三筈・福井 (住友化学新居浜)17

L__11ヒー 時岡・竹内 (舞 鶴 病 院)18
t―――河崎・福井 (河 崎 ラケ ット)19

( 28 )

~27



40才 男 子 (単 )

1 =沢 英二 (北 九州市役所)

2 上田 辰男 (日 立 造 船)

3 久代貫二郎 (久  代  欄)

4 井原平八郎 (国 鉄 後 藤)

5 深津  豊 (ト ヨタ 自動車)

6 日谷  勝 (三 菱 レイ ヨン)

7 谷口 信男 (久  代  腑)

9

安藤 八郎 (住 友 化学 菊本)9

b

宮沢 高嶺 (日 曹 本 木)10

―
紀田 文男 (久  代  悌),1

16

-―一 森脇 常大 (国 際電気東京)12

―
田鍬 敏次 (国 鉄 後 藤)13

-7
-千

葉 信次 (仙 台 自 衛 隊)14

2
決
勝

―
13

3

10 ~|

―
新宮 信男 (久  代  桝)15

-8
-山

城 智徳 (ト ヨタ自動車)168 越智 勤也 (住 友化学菊本)一 ‐

1 山城・深津 (ト ヨタ 自動車)

2 紀田・新宮 (久  代  綺)

\-/ 3 tEE.qE G.r't+*+)

4 三決

15

40才 男 子 (複 )

4

,

3

決

勝

社 ″]ヽ梶 (岡 山 llf役 所) 4

鎌田 ⅢL田 (北 電 福 井)5

谷口・久代 (久  代  (媚)6

井原・口鍬 (国 鉄 後 藤)7
三決

( 29 )

1



■ E

選 手 名 簿 (男 子)

V

口ヽ′

選 手 名県 名 1監 督 名事 業 所 名

田中昭夫  福島智徳

井川誠一

平野義孝  中村徳光

札 幌 鉄 道 管 理 局 青山 繁樹

電 電 公 社 札 幌 江 [1 歳男

北海道 伊藤善夫

渋井 明

森田 彪

佐藤信次

大石興徳

青山繁樹

山田竜一

成瀬敏夫

|

|

|

|

本多二郎

和田修三

仲内定一

吉田 寛

及川 好

千葉和義

堀切誠一岩 手 富 士 製 鉄 釜 石 及川  政子

中村 ■

鶴巻勝利

鈴木 宏

牧野慶博

東 北 パ ル プ 秋 田秋 江| 1喬 イ( 健治 佐藤照彦  熊地春悦

|

|

千葉信次  千葉正寿  石持亘一  加藤忠義

浅海幸雄  後藤清徳  古橋政紀

千葉 信次宮 城

仙台駐とん部隊

|

|

|

|

早川 博

吉沢 昇

福田喜代志 菅野正勝  西潟秀男

宇和 慧  石坂文男

閉 日立製作所水戸工場 石坂 文男

`羊

 .lし 冊 東 京 三 洋 電1機

閉三菱電機 |.Υ 馬製作所

腕 三 ッ葉 電 機 製 作 所

岡 |.)敬一

丹野 正道

樹所 久雄

,p

大野孝治

白林弘司

小沢水一

丹野正道

椎原邦雄

面川 富

小林克史

磯山文孝  土田 登

武藤政雄  家泉 博

阿久戸義昭 元木育男

浅野佳夫  赤羽和彦  内山 一

石井真一

太田喜一部

来原 弘

埼 玉

日 立 製 作所 茂 原 工 場 井上 文仁

館 山 労 働 基 準 局

千 森澄健夫  及川雅義

今井清兼

内藤 昭

舟山一敏

都築富夫

井上泰年

山口喜雄

富山武司

佐藤忠男

吉回 司

薄田隆衛

小野玲穂

閉 サ ン ケ ン 電 気  富山 武司

榊  H  研  化  学  横井 初夫

鶴 三 井 造 船

川崎和吉  近藤 登

筒井正春  井上文仁

丹生谷義徳 三浦英男

井沢昌彦  坂井秀雄

( 3())

|

|



選 手 名 簿 (男 子)

ヽ¨′

監 督 名県  名 手 名選事 業 所 名

山 梨  甲 府  市  役  所  古谷 利夫 岡崎恵三

古谷利夫

新津 勝  口中 登

河崎一幸  福井正康  ノ:ヽ林敏男

111口 長生  坂内勝男  佐藤彦次郎

平塚 順  徳保 勝  菅村好基

村田俊夫

東京都

遠藤真男

荻原 仁

堺 栄一

堀田邦彦

鈴木義男

堀田 実

原  功

田中英雄

中山広明

細野敏男

植田耕司

鈴木 蕃

秋山真男

篠山賢吾

鈴木幸春

日野泰三

諸江秀一

川名諄夫

齊藤健太郎

森脇諄夫

腑 河 崎 ラケ ッ トエ 業

株)石 川 島 播 磨重 工 業
｛
「

憫 北 辰 電 機 製 作 所 .|_ 1 ‐

iL康福井

堀 lll

三 上

沖 電 気 工 業 閑

東 京 都 庁

傷|ヨ ネ ヤ マ ラ ケ ッ ト

電 電 東 京

横 浜 市 役 所

齊藤 圭市

秋山 真男

山本洋彦

岡部幸一

齊藤信行

小島一平

米山広作

田上十六

本橋平八

滝山一甫

石崎征男

高橋正宏

福士博美

岸 賢司

京屋孝治

山下豊彦

遠藤啓治

竹井泰史

吉回 進

味蓼志郎

高橋秀男

藤川俊雄

黒崎二男

上原 昇

右田利宏

西川嘉信

暢 諸 江 製 作 所

日 本 加 工 製 紙 ‖

中  日  東  京

国 際 電 気

並木万次郎

大山  茂

星野義昭

横倉良樹

福田耕三  内田久也

倉口豊二郎 守口 茂

長瀬正敏

佐藤幸男

青木

中俣

伊田真一

船山誠義

坂 元彦

鈴木勝之

川北義正

古川昌孝

野口宏治

佐治 豊

石川二郎

勝之

|1孝日 本 石 油

日 本 鋼 管 閉

古

昇

　

強

(31)

千



選 手 名 簿 (男 子)

県 名 事 業 所 名 監 督 名 手 名

閉日立製 作所 戸塚 工場 鈴木 雅勝 富田健一

松本則夫

桜井光雄

小山包博

吉田邦男

長谷川雅範

三国良彦

霧生嘉知

間島一良

甘粕完治

東 芝 中 央 研 究 所

神  奈  り|1 県  庁

憫 棒 製 作 所 棒 千 松 捧 孝夫
棒  勇
宮沢高嶺

小日山喜雄 捧 正夫  小林繁男

日 本 曹達 二 木 木 工 場

不 越 川上 洋一

釣谷 友一

川上洋一

釣谷友一

小坂信夫

中山邦夫

高口政勝

永原昌雄 柳瀬昭二

大野幸雄

成伯 裕

江守 清十 条 製 紙 囲 伏 木 工 場

高 岡 市 役 所 中山
|

盛野博之

谷口拓三

徳口尋信

野村正一
|

石 川 .小 松製作所腑粟津工場 原  明弘 勇川単人

杉木勝昭

中田吉昭

原 明弘

北野元男

広川万亀夫

玉井 明

平野英二

室  勉倉 庫 精 練 田 回村 祥弥 .・  ■'

愛 知 1豊 田 工 機 ‖ 自井 1‐ .: 佐伯外与昭

古川直仁

宮川 清

高橋英俊

小森徹郎  藤岡節男

東 海 製 鉄 新美 宣伸 1  沼里敬夫
1 平松光雄

西久保博明

二瓶 清

山本卓男

奥野哲次

!榊豊 田 自動織機製作所 1上原 信彦 西川幸男

水谷峰夫

深井忠男

井伊恵治

武田正雄

清水満雄

小山 勇

名 古 屋 市 役 所 上野 悌司 加藤正人

成田寿夫

水野輝彦

渡辺順三

伊藤鉱一

尾関敏教

ト ヨ タ 自動 車 工 業 開  深津  豊 小宮好雄

小林―宏

山城智徳

多賀靖之

板垣善憲

牛島秀雄

多賀純一

長谷川敏彦 安沢武司

伊藤一夫  深津 豊

門間昇一  北田寛一

伊村 隆名 古 屋 鉄 道 悌

V

ヽ口′

や

( 32 )

|

神奈川

|

田

|



選 手 名 簿 (男 子)

● 県 名 事 業 所 名 監 督 名 込 手 名

三 菱 化 成 四 日 市 増井孝夫  小林 悟

和歌山 , 大日日本電線閉箕島工場

丸善石油佛下津製油所 西尾 元祐

木村陸清

尾崎成雄

林 保雄

水谷哲雄

ナi岡正一

喜多勝彦

橋本延行

南村嘉男

笹谷 猛

西尾元祐

宮本武司

宮岡 昭東 亜 燃 料 工 業 閉 1永広 利之 東山 勲

一　

一ス

一
　

．， 島  津1 製  作  所 1野村 嘉明 加藤英昭

上田 勉

戸沢正雄

大西秀信

時岡俊幸

紀田文男

高木金次

白井規久夫

永谷祥三

田中 優

豊田耕造

高宮梵之助

竹内 進

新宮信男

和田正高  若林 登

=菱
重工業綺京都製作所  岡木 宏也 石原 教

石津正明

森田俊明

谷口房治

国 立 舞 鶴 病 院 上枝浩二

久

　

　

京

イヽ 久代貫二郎

都 機 械 撼

海 上 自衛隊舞鶴 地方隊

竹端捷次

武村俊平

溝渕宏二

藤井靖雄

松浪鋭四郎 森 満樹

日 立 造 船 閉 大阪 地 区 加`藤 芳正 加藤芳正

岡本文夫

賀戸忠春  出原武雄  松浪新治

松 下 電 子 工 業 鶴 矢田 畑部輝秀

浜田幸雄

大橋議治  村田一雄

山本主計  吉田 茂

電 電 大 阪 務 中川安正

木谷正美

高野二十美 榎 高嗣

三木 商  品川勝男

工藤鶴雄

橋本 修

滋 大 津 市 役 所  A L田 雄
　
　
　
　
雄

正
　
　
　
　
正

佐藤 賢

青山昭司

釜屋明和  国中正民  西原四郎

B 森地定尚

筈井政明

上 田 松井弥寿男 浅野明己  村上武史

(33)

|

|

大 阪
.国
 際 電 信 電 話 綺 1武村 俊平 |

|

|

|



選 手 名 簿 (男 子)

■

県  名 選 手 名

滋 賀 日本電気硝子閉
賀高月工場

田村 光裕 保積和行

伊吹 雄

高橋嘉城

白井征自β

鍋 重雄

嘉瀬井新一

生回 尚

三 菱 樹 脂 原田 正  塚口賢治

兵 庫 大 日 日 本 電 線 田 吉田  昇 大黒利明

佐野義則

藤口 昇

竜円栄治

栗原征夫

古高郁夫

藤架邦彦

尾崎帷信

清水 力

吉田 昇

豚座一利

山田達也

中村邦宏

大黒利明

神 戸 製 鋼 尼 崎 小泉淳一

日中 到

立花宏昭

友金利一

大竹節夫

荻野一夫

浜野 孝

森田俊治

清田隼久三 菱 電 機 伊 丹 荻野 一人

小林忠信

取 国 鉄 後 藤 工 場 井原平八郎 田鍬 敏次

，
Ｌ 山 三井造船(株)玉野造船所A 虻江  優 上野輝治

西村一夫

小松 貴

大村泰治

′j端繁雄

芳上一男

万代芳郎

藤井英雄

崎本明雄

小山谷充弘

氏家 徹

岡本武利

佐藤晴雄

田中健二

藤原道文

神子戸輝幸

社 竹三

B 明珍

岡 山 市 役 所 社 竹三

広 島 日 立 造 船 因 島 工 場 上田 辰男 大道秀夫

上田辰男

新庄啓二

片岡美樹

村上祥三  小川賢三

山 口 川岡 智

宮岡康臣

河添忠夫

田谷 勝

室井勝夫

田原英夫

石川好夫

河野耕司

長藤俊成

林 厚志

字 部 窒 素 工 場

三 菱  レ イ ヨ ン

高 松 市 役 所 野口 利行 横岡忠幸

牟礼 顕高 松 琴 平 電 鉄

香 川 田中真一  阿部正信  野口利行

V

V

ヽ

(34)

事 業 所 名 1監 督 名 |

|三 菱 電 機 神 戸 |

山 陽 パ ル プ 岩 国 1野副 栄一



選 手 名 簿 (男 子)

V

●

V

越智勤也

岩崎 博

福井久男

宮坂博文

幸野邦昭

谷本郁雄

監 督 名

佐々木孝大国 敏雄

佐伯友正浜中例丸善石油松 山製油所

手

|

名県 名 事 業 所 名

愛 媛 片山逸志側住友化学工業菊本製造所 井村昌弘

佐藤 実

矢野 晃脚住友化学工業

新居浜事務所

松本信夫

浜中 誠

安藤八郎

秋山英明

須山盾夫

三苫孝一

白石卓夫

日野富博

|

北 九 州 ,|, 役 所福 岡 渕上英紀  三沢英二

村
　
　
　
　
岡

木
　
　
　
　
中

長 崎 三 菱 電 機 長 崎 製 作 所

三 菱 重 工 長 崎造 船 所

俊二郎

洋

山崎敏則  山市敏造  栄 信重

山口征一郎 吉田 豊  平野勝也

山口敏弘  西本 勝

江原 澄

江口忠道

喜多昭夫

前田国臣

福 井

田中 大也人 分

小野田幸夫

北 陸 電 力 腑 福 井支 店

日 田 市 役 所

福 井 市 役 所

福 井 銀 行

敦 賀 市 役 所

竹内 典男

福 井 県 庁

福 井 ビ ニ ー ル

春武俊一  宮原秀三  桑原 昇

津田紀昭

山本敏彦

高木敏明

大窪常信

山本 聰

大道 強

白嶋 清

松倉国雄

朝見順一

加藤久次

大滝 和

大橋正武  増永秀則  阪井範行

松下允己  美奈見清隆

寺崎由雄  坪内茂雄

田中大也

梅山剛太郎

梶谷将人

宮崎康恵

比田庄衛

藤尾純一

鎌日文雄

野路健一

竹内典男

柳沢昭信

山田孝則

( 35 )



選 手 名 簿 (女 子)

佐々木フミ 中川美枝子 児玉キヨウ子

佐々木君子 舘野美津江

佐藤恵子  森川和子

高橋美津子 尾熊ミツ子

原 則子  工藤よう子

県 名
|

監 督 名

加賀谷ユミ子 秩父礼子 鎌田恵美子 鎌田光子

日 本 曹達 二 本 木 工 場

選 手

埼 ス 末治

事 業 所 名

村田泰子  福田由美子

秋 田 敬 愛 高 校 職 員 チ ー ム

新保ハル  品川洋子  中沢礼子  金子美代

東 邦 レ

千 葉 日 立 製 作 所 茂 原 工 場  井上 文仁 恩田和子  島峰洋子  及川泰子

サ ン ケ ン 電 気 腑

日 研 化 学 関

河崎 ラケ ッ ト埼玉工場

江川絹子

菊地陽子

馬 |三 菱電機欄群馬製作所
1丹羽 正道

|

H三 ツ葉 電 機 製 作 所  樹所 久雄

関 東 京 三 洋 電 機

清水要子

高瀬里美

天田かはる

森美枝子

菊地勝子

町田幸江

野口初江

東 京  :石 川 島播 磨 重 工 業 隣 小沢英子  倉田芙美代 吉田則子

小川智子  遼山洋子  吉田サト子

吉田啓子  栗原茂子

有木 トミ子 叶内瑠美子 日下悦子

土井治子  鈴木柳子

高橋  護

飯野 泰央

渡辺節子

伊藤シゲ子明 大 丸 東 京 店

電 電 東 京

神奈川 三 菱重工佛 横浜造船所  鈴木 勝之 小野願子  森美和子  岡村 行  細田弥生

草間久恵  森下牧子

今野美智子 木村裕子  高橋和子  牧田久子

小林歌子  杉田良子  内田孝子  和田淳子

石毛幸子  前川智恵子 上川美智子 荒谷えみ子

山内貞子  武久喜美子 上野良子  小山栄子

吉日智恵子 飯田恵子

波多野和子 細矢晴子

日 本 石 油

日本コロンピア掛川崎工場

日 産 自 動 車 綺

閥 日立製作所戸塚工場

東 芝 中 央 研 究 所

横 浜 市 役 所

古川

伊東

井上

鈴木

′
■

V

V

ヽ

(36)

北海道 1 札 幌 鉄 道 管 理 局

杉田陽子

松本光子

橋本和子

木村美智子



選 手 名 簿 (女子)

_ヽ′

ヽ_′

県 名
| ~~~

1監 督 名1'業 所 名

静 岡 町 lЦ 守正

富 山 山回路子

手 名

本 州 製 紙佛 富 士 工 場

十 条 製 紙 伏 木 工 場

岡田敏子  木内俊子  渡辺正子  森野季子

愛 知 ト ヨ タ 自動 車 工 業佛

田豊 田 自動織機製作所

名 古 屋 鉄 道 開

A 4; v - ^W

深 il:  」1

上原 信彦

伊村  隆

武田初代

前野さえ

武田恵子

山際 トモ子

田口美代子

浅野リツ子

楠由美子

大塚弘子

深沢むつ子

浅回すみ子

渡辺幸子

北原勢子

高橋明子

上野京子

大田節子

三木チエミ

丹羽さよ子

森木真由美

上野明美

和田昌代

磯村春美

北瀬恵美子

河崎加代子

|

三菱重工業撼京都製作所 | 永井かおり 大八木いと枝 松尾志津 山下三枝子京 都 岡木 宏 IL

宏
　
　
　
　
夫

一Ｌ
　
　
　
　
　
正

浜口晴美

吉井千代美

山本節子

宮竹久恵子

入江真澄美

吉田富子

堀川えい子

才脇妙子

植田良子

安村弘子

石川陽子大 阪

松 下 電 子 工 業 腕

横FI光恵

丸 紅 飯 田 開

電 電 大 阪
,

矢 田

滋 賀 大 津 市 役 所 竹内好野  古家行子

東 洋 曹 達山 口

兵 庫 三 菱 電 機 伊 丹 製 作 所

香 川 高 松 琴 平 電 気 鞠

播磨 泰雄何́

工作

北  義一 島 宏子  岩日京1■  小守伝山t  ナ11,1澄 江

渡辺  忠

銀

伊藤崇子  安沢典子  原田マサ江 林 節子

河村歌子

横井文子  渡辺百合子 宮武電子  細川泰子

山本真江

山本みとり円 百 十 四

村田明美  宮村みつえ 北村栄子

山下千代子 宮島由里子

三 菱 電 機長 崎 木村俊二郎 田中美恵子

長谷川慧子 小沢友江

長 崎

福 井 福 井 県 庁

製 作所

■

( 37 )

|



歓
ｎ
じ

ｒ
ル

ヽ
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■
〓́

皆 様 の 御 健 闘 を 心 か ら

勝 山旅館組合 一同

代表 中 野 竹 蔵

鴨

歓  迎 ==

ス ポー ツ用品の専門店

野 辺 運 動 具 店

勝 山 市 駅 前 通 本 町 角

■EL 8-0165

V

_ヽ′

ゞ

お 祈 り 申 し 上 げ ま す。

第17回全日本実業団バ ドミントン選手権大会



信 用 あ る 北 電 工

北 陸電 気 工事株 式会 社

本   社
富 山支 社

高 岡支 社

魚 津 支 社

金 沢 支 社

七尾 支 社

福 井支 社

東 京支 社

富山市 東田地方町 l丁 目 1番 1号

富 山市 東田地方 町 1丁 目 1番 1号

高 岡 市 木 町 !丁 目 61番 地
魚 津 市 下 村 木 3650番 地
金 沢 市 神 宮 寺 1丁 目 3番 1号
七 尾 市 三 島 町 56番 地

福 井 市 手 寄 1丁 目 3番 7号
東 京 都 港 区 芝 西 久 保明舟町 15

(虎の円電気ビル 6階 )

大 阪府豊 中市北条 町 2丁目5番地 3

π■ 富山 31-6551

高岡 2-2,79

魚津 2-0186
金沢 52-3285

七尾 2-3421
福井 22-3120

東京 502-0748

大 阪支 社 大阪 393-0390

_ヽ′

一 般 内 線・ 器 具 販 売

朝 日 電 気 商 会

販  売  部

工  事  部

TEL勝 山 8-0632
′′  ″  8-0154

勝 山 市 本 町 1丁 目 2-12

笠  松  政
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1953

|

チーム

過 去 の 栄 冠 (1)

石上 実 粂
友

ち'
善次野

||.

谷 浩仁

第

　

一

都１ ９

　

一

コ

　

一

引

　

一

第

　

一

”

¨
　

　

一

薇

レ
　

　

一

横

　

一

1955名古黒第4回

(

月
鶴

(富山)

宮山)

石上 実

宮下 芳一
佐野善次郎
石上  実
工粂  夫
筆谷 浩仁
佐野善次郎

釣谷 友

久

谷

′
`

友―

徳
則之 清水

1954長崎市第 3

~~~|

956

1957高松 第

1957岐阜市1第 7回

1所

(神奈川)
|

十条製紙
|

伏木工場 |

清水 」E
(富山)

荒木亥久

崎尾
砥石

f′ 治
遠藤 啓

善
亥

野
木

野
木

小
鈴

佐
荒

京

―

V

子

団

宮 ド 1芳一 ^'谷

十条製紙
伏木工場 清水 正
(富山)

十条製紙‐
伏木工場1清水 正
(富山)

十条製紙
伏木工場1清水 正
(富山)|

卜条製紙
伏木工場 清水 正
(富山).

善‐
・
:語第 9回

名古屋
市

十条
第10回 伏木

製紙
工場

水  正
谷 友一

二
　

次

則之
芳一

谷

た一 荒木亥久
三徳 佐野善次
則之 大野 幸
品川
大野
加須栄

川
十

品川
大野
山田

´

||

1961

1958札幌市第 8回

1959

196C

|    |
|~~ ~¬

1倉敷市|

谷
沢
川

沢

守

・善
紀

一　

一善
武

一施林林　
一極飲

雄
彦
男
之
雄
彦

好
敏
和
靖
好
敏

一
　

口

．　

　

　

一
　

”
＝

宮
谷
政
賀
宮
谷

徳

(愛知)

小宮
板垣
勝日
多賀

清水 正

清水 正

則
幸
昭

川
野
品
大

山田(富山)

十条製紙
伏木工場

(富山)

熊本市第 12回
電電東京

並木万 浩 喜多川
(東京) 男

昭

2
V

196

963_:条 市第 13回

北九州
市

ト ヨ タ
自 動 車1多賀純一

(愛知)

ト ヨ タ    巫 .___ ,_
9641松山市1第 14回 1艮

f先デ
深津 豊 1穣 新舅 彼昌

5 第

ト ヨ タ
自 動 車 山

和夫 小林 ―

忠
鎮

野
門
星
井

力
春幸

口
木
沢
鈴男忠野星

一界束

中井 氏

日本

川

星野
沢村
小林

選

和

万吉
次郎

木秀一

忠

忠史
隆昭

万

泰

井上

西

多川

赤羽 茂治

不る`
高橋 二=

井′

昭二

平沢
渋井

長山
島
‐有!f ll:

明

日

町{十

1_

治

)

昭治

)

尾
石
崎
砥
野ヽ

木

佐治

野ヽ

1~

昭 r,

)

ポ ツ

タ

動

ト
自 |11

(愛知 )

ルナ ト

日

自

神奈

ク

貝戸

(東京)

淳一 秋元 幾

(東 京)

純

(束 中)

(東京)

北海道

上羽
岩月
市川
国枝

戸

村

'星 野忠男

池
好
岡

菊
三
宮

ト ヨ タ
自 動 車 多賀純一

(愛知)

東万
'星野忠男

馬
養

上
野
口
日

木
井
井

鈴
荒
配

秋元幾男

加藤国男

4ヽ ,11)広 ilj

小官
勝田
多賀

幌鉄道
理 [′

男
力
六
樹
男
春
男

忠
　
十
良
・忠
幸
久

野
田
上
倉
．野
木
谷

ト ヨ
自 動

ト ヨ タ
1966大阪市第 16回 自 動 車 深津 豊

(40)

|_

,

一
勝
一一手

|



過 去 の 栄 冠 (2)

イ: ●| 勝
丁

与
■ 水 |に

与 !ヽ

丼

荒川とみ
||

横井キスエ

神奈川)

日本 コロ |

ト ヨ タ
1952東 京都 第 1回 自 動 車 酒巻和男

(受知 )

ト ヨ タ
1953横浜市第 2回 自 動 車

___ __(塑
ト ヨ タ

1954長崎市第 3回 自 動 車

__     |(愛 知)

1955名古需第4回
1山  台
郵 政 |■ 高橋率太郎

(官城)

女

日本コロ
1956高岡市第 51」 ンビア

(神奈川)

団

1960

1961倉敷市第11回

久
満

伊
日本 コ ロ

ン ピ ア荒川とみ子奥谷 喬代 荒川とみ
神奈川): ・

日本コロ|      |
ン ピ ア1中野一夫 奥谷 喬代 荒川とみ
神奈川)

日本 コ ロ |

ン ピ ア1伊藤隆文 小林

千―了
'`‐
1.1 名 1 選

~

″
¨

」
―

山木
.¬

「

酒巻和男

小池鉱市

7ヽ 荒川とみ子 大
"1 
良

小林 歌子
神奈川)

伊藤隆文
1尖船 賢季

Fl   ,I,

1957高松市第 6回 市 役 所崎本幸二郎権日 節子 光本
_|      |(岡 山).

森岡経
'11957岐阜市第 7回事 務 所 り||「

子|_ _  _(査 りID¨ __

政 高橋本人郎往憔 魔ll西
堀宙美

局

ト ヨ タ
自 動 車1深津 豊 大沢 節千 花井
皇菫茎1)_|_
山
役 所1梶原

|■

(岡山)

lt

折

ヌエ 山下 久

市 1中山邦夫 高島 洋子 中島 玲|       |

!   1   
森岡経理|     |

1958札幌市第 8回 1事 務 所1川崎 智 横井キヌエ 山下 久
_|      |(香 川)|     |

市 役

1959善通書 斉:
岡経理

|

務 所1川崎 智 1横井キ

名古
尋第
10回 暴
‐
役 鼎1中山邦夫

1高
島 洋子 中島 玲 | ■111

1相
場清一

1木
村 政子 横山 満

1高  岡     |
第 9回 市 役 所 清水 正 高島 洋子 中島
:(富山)

( (秋田)

(富山)

帝
=●
諄||「担■_ |(村  .(「 高i1 4ヽ

(ツtllI). 

Ⅲ °||'  1黄
|ll i崎 」■ lt.|.| _t

岡
役 所

6 rgszxri a*rzo

1963三条市第 13回
帝国石油

相場清一 彗理 適
= 
長羹,    ,     1尚 輌 卒ナ 伊藤

金森藤平|     |

鶉 |ず:里|ピl_T
平電鉄 ″力土並 横井 文子 森  久

|`」
r''｀・
‐
宮武 範子 山下 由

(査川)|_

有馬
柚島外

正作 森
.山下

横井 文
宮武 範

「
テ|(||||

(査墨と|_

19641松山市第 14回
琴平電鉄

有馬工作

___.込 2■と __

横井 文子 宮武 範
森  久子 山下 由
田島外茂子 渡辺百合

1林  信子 粂田
深津 登 1土井三枝子 和国

1橘  妙子
ヨ動
数
一ヨ動

卜

自

＜

一
卜

自

夕

■

＞

119651北

九
帯第15回

1奪IT幹 1有
馬正作

1鱗菫百蓉季 潜永 粂
■ヽr′ i:ノ         |

タ
:に 深津 」

'

三井
田
塚

土
粂
大
林

田

田

橋
和
武

子
子
子

1966大阪市第 16回 琴平
電鉄.有馬工作

||∫

初イ

百辺
水
川

渡
清
細

子
子
江

文
範
真

井
武
本

横
宮
山

み
貞
美

と
　
瑠

木
藤
内

有
金
叶

子
子
恵

文
柳
部
木
木

真
鈴
鈴

星野忠男
||

(+r )
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氏

ト ヨ タ
自 動 車

「
■

ti lll=

夕
車
ヨ
動
卜
自

過 去 の 栄 冠 (3)

一 般 男 子 (単 ) 一 般 女 子 (複 )

混    合 (複 )

30才 男 子 (単 )

13 1963小宮
ク
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

〓界

夕
■
す

ヨ
動
卜
自

夕

車
ヨ
動

卜

自
官

夕

車
ヨ
動

卜

自

夕
■
一〓
”

卜
自
¨

14 4196 小宮 好雄
|

51板垣 善,よ ト ヨ タ
自 動 ||!

15 196

16 1966 ・ :11 ~‐ ■

一 般 男 子 (複 )

ト ヨ タ
自 動 車

一 般 女 ]L(単 )

V

|

|―

14 1964 府市甲

甲

ヽ_′

13

14

15

16

子
」‐

1963弊井

1964媒井

1965鱗

文子
久子

久

井 文
久

登1:琴平電鉄

墓草帝国石油

丸紅飯

山

[」 | 度

夕
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

131963

16
上野
小宮

14

15

夕
車
ヨ
動
卜
自

林
小宮

夕
車
ヨ
れ別

卜
自

生井三技子 ト ヨ タ
小官 好雄 自 動 車

ト ヨ タ
自 動 車

氏

久

山 満
「

'■

~イ

iL i人横井 文

14 1964横井 文

奉子

1965 横井 文子

'|

131963横井 文

光枝 丸紅飯田

15

16

年度

14

15

16

196

日本鋼管

広治見

1964 前 田

13

守 古河電工

荒川 司郎

紙
木

二
　

・

宏
　

一

●lt
伏

堺
十

ト ヨ タ
自 動 車

三徳
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過 去 の 栄 冠 (4)

30才 男 子 (複 )

40才 男 子 (単 )

40才 男 子 (複 )

ヽ_′

夕
車
ヨ
動
卜
自

大日ロイt
電  キ1

丸善石油
松  山

II司

内

中

木
― . 1■

j

夕
単̈
ヨ
動
卜
日^

郎
次
司
経

川
沢
荒
谷

武村
溝測

964

965

i可    :〕
ラケット

|

13

14

15

原 好二 神戸地裁

ノ

It
ヒ学
4́く

L

勤也

住友イ
菊

住 ,:|

」

16

‐

1:■
|(||

英二
北 九 州
市 役 所

北 九 州
市 役 所

1964

北 九 州
市 役 所

1965 三 沢

1966三沢

1  優
属

日

自

し学住友 f
菊

13

14

15
沢
坂本

住友化学
菊  本

庄

勤

高松

16

州
所
九
役
北
市

夕
車
ヨ
動
卜
自

北 九 州
市 役 所
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1' 業  所 .名 宿  舎  名 所  it 地

札 幌 鉄 道 管 理 局

徊日    '電     ホL    幌

東 北 パ ル プ 秋 田

敬 愛 高 校 職 員 チ ー ム

富 士  製 鉄 釜 7:

陸上 自衛隊仙台駐とん部隊

日  研  (ヒ  学  榊

サ ン ケ ン 電 気 国

東 引
` 
レ ー ス 榊

閉 日立 製 作所 水 戸 工 場

東 京 三 詳 電 機 関

三 菱 電 機 関 群馬 製作 所

腑 三 ッ 葉 電 機 製 作 所

日 立 製 作 所 茂 原 工 場

三  井  造  船  閉

甲 府 市 役 所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 例

沖 電  気 工 業 綺

石 川 島 播 磨 重 工 業 脚

電   電   東   京

閉 北 辰 電 機 製 作 所

粽 日立 製 作 所 戸 塚 工 場

日本コロンピア榊川崎工場

日 産  自 動 車 ‖
榊 捧 製 作 所

日本 曹 達 二 本 木 工 場

‖   不   二   越
十 条 製 紙 佛 伏 木 工 場

高  岡  市  役  所
小 松 製 作所 閉 栗 津 工 場

倉  庫  精  練  腑
本 州 製 紙 綺 富 士 工 場

ヨ ネ ヤ マ ラ ケ ッ ト

庁

店

所

京

役

都

東丸

一示

大

浜

東

例

横

所

油

樹

船造１
ヽ
　

　

　

嗽
目

辮

石

４

”
　
　
鋼

業■

本

重
　
　
ォ

菱三
　
日

日

神奈川

石 川

静 岡

.|し iti芭

秋 口|

新 潟

富  山

手

城
　
玉

岩
　
官
　
埼

茨 城

群 馬

業
　
梨

京

千

山

東

８

　

″
　

４

　

″
　

１２
　
　
　
■

　̈
　
　
１３
　
１０

５

″

１２

１５

″

″

２

‐５

″

″

‐７

１７

″

″

″

″

４

″

き つ ま

秦

夕  照  庵

本

屋

寺

野

原

野

塁

原

家

原

本

屋

山

伊

山

山

泉

勝山市下袋田

勝山市上元禄

勝山市沢

勝山市浄土寺

勝山市沢

勝山市長渕

勝山市寺尾

勝山市下後

勝山市浄土寺

勝山市下後

勝山市浄上寺

勝山市下後

FI  +

中

悔

中

柳

松

月

梅

ふ

　

さ

の

　

　

　

　

卜
）

　

″

，
＾ 勝山市下袋回

勝山市猿倉

勝山市袋田

勝山市猿倉

長

松     原
横 倉 鉱 泉

1(

長

長

横 倉 鉱

勝山市寺尾

勝山市村岡・郡

木

松

勝山市下後

小舟渡 紫明荘 勝山市小舟渡

前 I月 勝山市寺尾

原 勝山市寺尾

8-1619

8-0270

8-1094

8-0306

8-0303

8-1310

8-0303

8-1619

8-1943

8-0501

8-1310

8-0057

8-1094

8-0123

8-0042

8-0123

8-0299

8-1943

8-0123

8-0270

8-1943

北郷 14

8-1166

選手役員宿舎一覧表

V

V
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選手役員宿舎一覧表

V

ヽ_′

′ヽ 業 所 名

~~冨~

'ア

都道府県雀 宿  舎  名 所  在  地

ト ヨ タ 自 動 車 工 業 茎

豊  田  工  機  関

東 海 製 鉄

綺 豊 日 自動 織 機 製 作 所

名 古 屋 市 役 所

名 古 屋 鉄 道 閉

大 日 日 本 電 線 綺

神 戸 製 鋼 尼 崎

三 菱 電 機 伊 丹

島 津 製 作 所

三菱重工業‖ 京都製作所

日 本  レ ー  ス

国 際 電 信 電 話 閉

日 立 造 船 輔 大 阪 地 区

松 下 電 子 工 業 鞠

丸 紅 飯 田

電 電 大 阪

丸 善石 油 ‖ 下 津 製 油 所

東 亜 燃 料 工 業 榊

大 津 市 役 所

日本電気硝子田滋賀高月工場

三 井造 船 例 玉 野造 船 所

岡  山  1, 役  所
日 立 造 船 因 島 工 場

山 陽 パ ル プ 岩 国

東  洋  曹  達
高 松 市 役 所

高 松 琴 平 電 気 鉄 道 ‖

崎  百 十  四 銀 行
住友化学工業餘新居浜事務所

住友化学工業い菊本製造所

丸 善石 油 ‖ 松 山製 油所

″

１４

″

″

１６

″

″

″

″

″

″

１０

３

　

″

7

6

7

8

12

3

12

日 田 市 役 所

敦 賀 市 役 所

福 井 市 役 所

福   井   銀   行

所

所

作

船

製

造

崎

崎

長

長

機

工

電

重

菱

菱

三

二

福 井 県 役 員 本 部

本           部

愛 知

,t

京 都

大  阪

和歌山

il.,l rlr

広 島

山 口

香 川

愛 媛

分

井

大

福

中

勝山市中後

勝山市袋田

勝山市方 ||

″
　

″
　

洋 軒

甚

　

　

木

川

軒

原

原

屋

か

洋

藤

清

梅

松

柳

み

″　　　″　　
”．ｒ　　″　　　″

注旧

清

板

　

　

玉

勝山市平泉十平泉寺

大野バス停前

勝山市中後

勝山市浄土寺

勝山市寺尾

勝山市長渕

勝山市中後

勝山市元町 2丁目

勝山市寺尾

勝山市中後

館

回

軒

原

文

前

清

竹

夕

さ

み

さ

化 会

i準

|:{

つ  ま

つ  ま

勝山市下後

勝山市下袋口

勝山市中後

勝山市下袋田

勝山市浄土寺

の松 勝山市元町 1

8-0020

8-0106

8-0020

8-0235

8-1205

8-1205

6-2259

8-0106

8-1310

8-1943

8-1619

8-0264

8-0490

8-1166

8-0106

8-0764

8-0106

8-0023

8-1094

8-0264

8-1094

8-1492

8-0415
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勝山市.会場及び旅館の案内図

1 至寺尾浄土寺 ==ニ
■_・
=言
_宮

腫
会議場 (松泉閣 )

長山公□

合印―競技会場
ヽ

｀ヾヽ

含 Ó｀
勝山綺
=高
校

017

14
勝山出学校

合

三,E丼市 国 道 15号 て'‐ ●

Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ｆ」

30分 毎

ュ  所要60分
サ■ ‐~~…‐‐‐

150円

2

通☆福
4■

勝山 ‐
:3・ 会場

福丼駅 5-6手 ホーム (京福電車)

10 8 3

口

「
|||

¬ Ⅷ Ю¬「丁|

九 頭 竜 川

．＝

一

、: た

は,さ か

○

V

V
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選

手

控

室

観
覧
席
ギ^
〓
フ
リ
ー
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会 場 案 内 図

「
→

選 手

控 室

口ヽ′

第2会場勝山中学校体育館
電話 8-1892番

1階

第3会場勝山高等学校体育館
電話第一会場からトランシーバー連絡 、

第 1会場 勝山合同体育館
電話 81890・ 1891番

2 階

男
子
Ｉ
衣
室
■
子
■
衣
堂

本

　
　

部

1311

1210

員
室
役
控

女 子

本
=B

エユ
」==‐■

文 子

更衣室
選手控所

選 手 控 所

観

　

　

覧

　

　

席

観
　
　
　
覧
　
　
　
席
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上    り 下    り
終 着 駅始 発 駅 ―冬 |.|:t 発 車 時 刻

森
一

青
一

00金

6.00

6.21_L

古 屋

金 tt 日   山  8.00

9

急 能   査  8.23

富  山
富  山
富  山
金  沢
富  山
金  沢
上  野
直 江 津

福 井 止

金  沢
泊

′つ 福 井 止

し ら さ ぎ

11.24

・自

10.

10.32

1

1 ,.4

ず

こ ん( ・In  12.38

13.04

14.03

き た |(   14.25 新  潟

一

Ｌ
ｕ
一

１

一

一
富

糸 魚 川

宮1  山

引= 糸 魚 川

16.10

前

急

“
一

5. 6

16.34

15.22

さ しお

2 、|

17.40

0

7.34

企

i｀   沢

`ヽ

急 カロ   11 18.44

2,■

急 兼   六
20.46

20.52

19.25

19.57

発 車 時 刻 始 発 駅

急 金 0 大  阪

2 大   阪

日 本 海  5.14 大  阪

6.09 福  井
福  井6.20 米  原

福 井 止急 越 7

ず 米 敦  賀
7.55

急 しろがね 21ナ   8.05 名 古 屋 敦  賀
米  原
東  京
米  原
東 舞 鶴

8.18 止

8.36

8.46

9.21 大  阪
ヽ さ しお 0. 米 子  名 古 屋

10.16 大  阪 米

0. 福 井 止 大  阪
米  原
大  阪

● Iヽ I11   11.22

12.30 米  原

tl l「 ブヽ   14.09 米  原
名 古 颯14.17

11 きた ぐ11 14.39 福  井

■ 第 2.:|し  15.18 大  阪

急  し がね | 名 古 い 大

15.50 大  阪
_重__土_
敦  賀

16.25

t 第 214111 17.18
7. 米  原

大  阪
東 舞 鶴

白 17.46 米  子

急 わ か さ 18.17 原

富  山 18.27 敦  賀
2く ずりゅう 18.43 lt l':i

19.08 福 井 止 大

.lt ‐_:」    ●  19.19 東  京 名 :'i_t

19. 米 「支

特 しら さ ぎ 20 09 福   井
1(  原

敦 米   原

福 井 止

ヽ

20

22. 24

福井駅発 列車 時 刻表

ヽ_′

V
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官   ||| Li つ = ざ  0.45  人  |'t   ′I(  り{ 1.52     ・      .1:

青

金

山

金  沢
金  沢
富  山
糸 魚 川
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■

菫

山
一
屋
一
山
一
井
一
山
一
野
一
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一
古
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一　

一　
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一

沢
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沢
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山
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立
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京福電鉄越前本線 勝山～福井間発着時刻表

V

勝 |11 発
|

|'1  
‐
      .1  :  ■

5. 47
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第17回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

実行委員会委員 名列

―与

監 ■

事務局長

梶 山 武 男

事務局次長

関     巌

小野田 幸 夫

―宿  ,自  係

―接  伴  係

一競  技  係
―記 録 報 道 係

英 博

章 俊

伊二郎

柳 原 信 一

松 下 幸二郎

坪 内 定 一

長谷川 総一郎

前 田 積 孝

(順  .不  同)

(  二.   '.:  ~

山 内 秋 雄

加 藤 久 次

松 田 正 道

小 寺 武 夫

四 谷 憲 夫

尾 山 義 一

・譲
　
郎

道

十新

博

・内
　
原
．
田

山

揚

島

衛
　
一　
薫

兵又

興

沢

谷
　
田

藤

四
　
悔

雄

志

衛

雄

兵

光

徳

備

武

上

沢

井

山

中

皿

松

梶

高 口 英 夫

三

夫

大

義

本

川

橋

蓮

長

間

長

長

問

会

顧

会

誉

誉

名

名

会

副

顧

乗

蜂

巌

三

夫

博

美

昭

澄

男

守

直

昌

一

男

隆

敏

　

皓

幸

英

善

紀

清

秀

　

素

忠

進

琴

水

井

　

本

田

回

原

田

下

谷

田

口

山

原

内

野

　

　

　

　

　

　

¨
　

　

¨

清

■

関

山

小

島

石

津

森

原

富

山

鳥

柳

竹

田
　
　
　
下

島

乾
　
神

田
　
田
　
訪
　
藤
　
　
　
下
　
山
　
内

相

宇

諏

伊

関

森

横

山

係

　

　

係

典

　

　

設

式

　

　

施

参

　

　

委

_ヽ′

正

祐

次

和

信

郵

治

平

也

畑

直

紀

啓

久

　

敏

幸

紘

昇

動

作

素

津

東

藤

滝

本

下

辺

岸

田

野

利

正

伊

加

大

石

松

野

山

池

細

毛

一

憲

一
夫

郎

和

章

平

雄

進

栄

一
　

　

　

　

　

　

‐

順

章

敏

隆

正

清

　

奥

定

　

政

見

部

日

崎

村

沢

川

村

村

　

下

朝

服

宇

野

吉

竹

古

松

松

林

森

一

成

雄

恵

治

郎

泉

次

夫

助

治

子

美

正

良

忠

康

義

総

　

直

寛

栄

政

久

英

田

　

崎

脇

川

川

田

訪

日

藤

官

守

谷

林

永

畑

宮

宮

長

滝

舟

諏

出

伊

二

江

V

第17回全日本実業団バドミントン選手権大会

実行委員会事務局機構及局員氏名

荒 井

伊 藤

朝 見

山 本

幸 夫

敏 一

芳 郎

肇

巌

清 澄

茂 男

巌

幹 夫

よし子

順 一

皓 三

Ｆ
Ｉ

Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｉ
〓

門   善 三   大 沢   宏

野 辺 紘 治
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信頼にこたえるG丁マークのスポーツネット〃

″ ■
「
′て」ピー′夕/

ur:爾 ―:戸爾己―

株式会社
=イ
■
「
・イ

‐ ●●  (■■■■■ ・一
●

プロセス印刷
原 色 版 印 刷
写 真 版 印 刷
多色凸版 印刷
〕舌 ‖反 E口 昴リ

株 式
会 社 宅罫曰日金需 5こ

■
口
　
　
　
嘔
菫

福 井 市 春 山 町 1202
TEL. (22)1688・ 5723(23)2298・ 4627|

大阪
工場

大阪市浪速区反物町 1348
TEL.(56i)04i3・ 0616

日本バドミツト」鵜合公認

本  社 大阪市南区東平野町 3の 36 電(762)代 1525
東京支社 東京都墨田区庸橋 1の 1 電(623)代 7155

口
＾



視

秩 父 宮 妃 賜 杯

労 働 大 臣 杯

第17回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

(順 不 同)

V`ヤ

ト

イ呆

株

日

員ユ

1,1

九

中
ヽ―

近

東

日

岩

11

日

協

電 気 工 業 株 式 会 社

ヨ タ 自動 車 工 業 株 式 会 社

土 谷 化 学 株 式 会 社

式 会 社 大 丸 東 京 店

本  放  送  協  会

気 通 信 共 済 会 本 部

士 通 信 機 製 造 株 式 会 社

州  電  気  通  信  局

国 電 気 通 信 局

畿 電 気 通 信 局

京 電 気 通 信 局

本 電 信 電 話 公 社

崎 通 信 機 株 式 会 社

本 電 気 株 式 会 社

本 通 信 建 設 株 式 会 社

和 電 設 株 式 会 社

大 明 電 話 工 業 株 式 会 社

大 日 日 本 電 線 株 式 会 社

凸 版 印 刷 株 式 会 社

共 同 印 刷 株 式 会 社

大 日 本 印 刷 株 式 会 社

吉 村 工 業 株 式 会 社

長 村 鉄 工 所 株 式 会 社

古 河 電 気 工 業 株 式 会 社

藤 倉 電 線 株 式 会 社

新  興  製  作  所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 米 山 製 作 所

東 京 芝 浦 電 気 工 業 株 式 会 社

北 越 製 紙 株 式 会 社

昭 和 電 線 電 鶴 株 式 会 社
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人 間社 会 の

動脈 と神 経 をつ くる

大 日 日 本 電 線

事   業   場

本  社 大 阪 市 北 区 栴 旧 7-3梅 ‖|ビ ル 大阪 06-313-1261

東京 03-216-1551

福li(1092-76-7481

(人代表)

(人代表)

(代表)

東京事務所
・
東京都T代田区九ノ内3-4 新 |11際 ビ ル

九 州 支店 :福 岡市人 神2丁 目13-7福 岡長 iltビル

名古屋支店 名llilT市 中付区
"||||′

1ヽ1〕 4-1 毎「I名 占雛会‖: 名古屋 0"一
yl-3306～ 8
581-6506～ 8

仙台営業所 :f山 台 |lj名 」‐1丁 91 第 ビ ツレ  イ山台 022-25-5741(代 表 )

札幌営業所 :札 幌 ||,」ヒニ 条 西 4-1 北 海 道 ビ ツレ  本L幌 0122-24-3663(代 表)

尼 崎 工 場 」こ 崎

箕 島 工 場 111歌

伊 丹 工 場 {り
l丹

川 崎 工 場 :川 | 1崎

|li 東  |1 島 i翡  之 口「 8  大阪 06-411-1551(代 表)

||| り,t イ∫ 口 |ド 箕 |lt 6 6 3  箕lit 07378-4151(代 表)

市 池 尻 字 貝 築 1 1  伊丹 0"7-72-8181(代表)

||'日 進 町 1 2  サ|1崎 044-22-7571(代 表)

熊 谷 工 場 胃
'員

 谷 ||, 大 'I: 新 卦|1字 」ヒ 1京 1008  熊 7,0485-32-2311(代 表)



各種高級 シフオンベルベツト 織布 染色
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揚原織物工業株式会社

揚 原 染 工株 式 会 社

丸 松 織 物 株 式 会 社

取締役 社長 揚 原 新 十 郎

社

場

場

所業

工

工

営一示

本

織

染

東

町

町

定

袋

有

西

市

市

江

江

鯖

鮨

県

県

井

井

福

福

福

東

TEL(鯖 江 局 )51-2810代 表

TEL(河 和 田局 )28・ 200

TEL(鯖 江 局 )51-2810代 表

TEL(861)6 4 6 1
井 県 鯖 江 市 有 定 町

■ ■

京都千代 田区東神 田1の 9の 4


